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国立研究開発法人情報通信研究機構に係る平成 26年度業務実績 

及び第３期中長期目標期間終了時に見込まれる業務実績の 

評価方針（案） 

１．基本的考え方  

（１） 本方針は、国立研究開発法人情報通信研究機構における独立行政法人通則法第 35条の

６に基づいて実施する各事業年度に係る業務の実績及び中長期目標期間終了時に見込

まれる業務の実績に関する評価の方針を定めるものとする。 

（２） 評価の考え方は、「独立行政法人の評価に関する指針」（平成 26年９月２日総務大臣決

定。以下「指針」という。）に基づきつつ、今期中長期目標の期間中の業務の実績の評

価の考え方であった総務省独立行政法人評価委員会で了承された「独立行政法人の評価

の基本的考え方」の継続性を考慮するものとする。 

【独立行政法人の評価の基本的考え方】 

① 中期目標、中期計画に係る業務の実績を客観的に把握し、達成度を明確に示

すこと。 

② 中期目標、中期計画の達成状況等を踏まえ、独立行政法人の事業活動、業務

運営等について、多面的な観点から当該法人を総合的に評価し、組織、業務

等について、改善すべき点等を明らかにすること。 

③ 中期目標、中期計画について、一層適切なものとなるよう見直し、必要に応

じ、修正を求めること。 

④ 各事業年度の評価は、中期計画の終了時の評価を念頭に置きつつ行うこと。 

   

（３）「行政機関が行う政策の評価に関する法律」、「国の研究開発評価に関する大綱的指針」

及び「情報通信技術の研究評価の在り方について」との整合性を図りつつ、効率的な

ものとなるよう配慮する。 

 

２．評価の方法  

（１） 国立研究開発法人情報通信研究機構の評価は、大別して以下の２つにより行う。 

① 中長期目標、中長期計画に定められた各項目の達成度を確認すること等により評価。

（項目別評定） 

② 記述による全体評定を行うとともに、上記①及び全体評定を総合的に勘案し、評語

による評定を付して評価。（総合評定） 

 

（２） 「国の研究開発評価に関する大綱的指針」を踏まえ、国立研究開発法人情報通信研

究機構が自ら実施した評価の結果を十分に活用して評価を実施する。この場合、研究開

発の実施推進の面から実施する評価に際しては、研究開発法人自ら実施した評価が同大

綱的指針に則って適正に行われているか、その評価結果を業務運営等に的確に反映して

いるか等を重視して行う。 

 

（３） 各評価項目の担当委員等は別添１のとおりとする。 

資料情部２-３-１ 
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３．項目別評定  

・中長期目標、中長期計画に定められた各項目の達成度を確認する。中長期計画の

大項目を単位として、各事業年度及び中長期目標の期間に係る業務の実績に対し

５段階で評価を行う。 

Ｓ（特に顕著、将来的に特別な成果） 

【所期の目標を量的及び質的に上回る顕著な成果】 

Ａ（顕著、将来的な成果） 

【所期の目標を上回る成果】 

Ｂ（着実な業務運営） 

【所期の目標を達成】 

Ｃ（より一層の改善･工夫が必要） 

【所期の目標を下回っており、改善が必要】 

Ｄ（抜本的な見直し含め特段の工夫、改善等が必要） 

【所期の目標を下回っており、業務の廃止を含めた抜本的な改善が必要】 

   ※（）内は研究開発にかかる評定区分、【】内は研究開発以外の事務･事業にか

かる評定区分 

・評価に当たっては、できる限り定量的な指標、客観的な基準を設定し、一つの指

標で適切に評価が行えない項目については、複数の組み合わせ等により評価を実

施する。 

・評価に併せ、必要に応じ、改善すべき事項、目標設定の妥当性等を記述。 

（１）評価項目 

原則的には、中長期計画の項目単位に実施するが、情報通信研究機構の主要業務である

研究開発業務について中長期計画に設定された個別研究課題を評価単位として評価を実

施する。 

（２）中長期計画の達成度の考え方 

中長期計画を５年間でどのように達成する予定であるかを情報通信研究機構から提出

させ、その妥当性の検証を行うとともに、当該予定と照らし当該事業年度及び中長期目標

期間における達成度を評価する。原則、中長期計画で数値目標が記述されていれば、数値

により進捗状況の把握を行う。 

・ 研究開発であれば、５年間の研究計画と当該年度の研究実績、及び国際的な研究水

準等を勘案して評価を行う。中長期目標期間における達成度については、各事業年

度の達成度を勘案して評価する。 

・ 業務であれば、５年間の活動計画（効率化、サービスの充実等）と当該年度での実

績を評価する。中長期目標期間における達成度については、各事業年度の達成度を

勘案して評価する。 

（３）評価の観点 

・「必要性」、「効率性」、「有効性」の観点からの評価（行政評価法、大綱的指針より） 

・また、必要に応じ研究開発の国際的な水準の向上（「国際水準」）の観点からの評価（大

綱的指針より） 

・国が策定する基本方針等に従って実施する業務については、「効率性」、「有効性」の
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観点から評価 

・情報通信分野の研究開発については、「標準化・相互接続性」、「急速な技術革新への

対応」、「社会的インパクトの大きさ」の観点に留意して評価（「情報通信技術の研究

評価の在り方について」より） 

・評価項目別に個別に設定。必要に応じ、評価基準の追加、修正を行う。 

（注）大綱的指針における評価の実施例 

  「必要性」：科学技術・技術的意義（独創性、革新性、先導性等）、社会的・経済的意義、

国費を用いた研究開発としての妥当性 

  「効率性」：計画・実施体制の妥当性、費用構造や費用対効果の妥当性、研究開発の手段

やアプローチの妥当性 

  「有効性」：（見込まれる）成果に着目した目的・目標の設定とその達成度合い、（見込ま

れる）直接の成果の内容、（見込まれる）効果や波及効果の内容等 

４．総合評定  

・項目別評定を踏まえ、総合的な視点から項目別評定の総括及び全体評定に影響を与

える事象について記述。（記述による全体評定） 

・項目別評定及び記述による全体評定を総合的に勘案し、評語による評定を付す（標

語による評定） 

※中長期目標期間の終了時に見込まれる業務実績評価については、必要に応じ次期中

期目標に向けて独立行政法人の組織及び業務の在り方についても必要性等の観

点から評価。 

（１）記述による全体評定 

  項目別評定を踏まえ、総合的な視点から以下の事項その他評価に必要な事項を記述する。 

  ○項目別評定の総括 

   ・項目別評定のうち重要な項目の実績及び評価の概要 

   ・評価に影響を与えた外部要因のうち特記すべきもの   等 

  ○全体評定に影響を与える事象 

   ・中長期計画に記載されている事項以外の特筆すべき業績   等 

（２）評語による評定 

   ※評定区分については、「３．項目別評定」記載のとおり。 

（参考）評価に関する指針と評価方針の対比は別添２のとおり 

５．スケジュール  

 スケジュールは別添３のとおり。なお、スケジュールは現時点の想定であり、評価の進捗等に

よって変更することがある。 

６．評価表及び評価調書  

（１）項目別の評価調書  年度評価（別添４）、見込評価（別添７） 

（２）項目別の評価総括表 年度評価（別添５）、見込評価（別添８） 

（３）総合評定様式    年度評価（別添６）、見込評価（別添９） 



 

 
国立研究開発法人情報通信研究機構の実績評価及び見込評価に関する項目別担当委員 

 
1. 全体担当委員 
 独立行政法人全体 
当該年度における中期計画の達成

状況 
酒井委員 

業務運営の改善その他の提言 酒井委員 

 主要な観点について 

業務運営の効率化 酒井委員、小野専門委員 

業務の質の向上 

 

【研究開発の重点化】 

黒田委員、村瀬専門委員 

 

【研究支援・事業振興】 

三谷委員、藤井専門委員 

 

【研究開発課題】 

三谷委員、黒田委員 

 

財務内容の改善 小野専門委員、若林専門委員 

その他（人事に係る

マネージメント） 
小野専門委員、若林専門委員 

 
 
 
 
 
 
 
 

別添１ 



2. 項目別担当委員 
評価項目 No. 担当 

Ⅰ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 1 
酒井委員 

小野専門委員 

Ⅱ 

国民に対して提供する

サービスその他の業務

の質の向上に関する目

標を達成するためとる

べき措置 

1 我が国の活力強化に貢献する研究開発の重点化 2 
黒田委員 

村瀬専門委員 

2 ニーズを適切に踏まえた研究支援業務・事業振興業務の実施 
3 

三谷委員 

藤井専門委員 
3 その他 

Ⅲ 予算（人件費の見積りを含む）、収支計画及び資金計画 

4 
小野専門委員 

若林専門委員 

Ⅳ 短期借入金の限度額 

Ⅴ 不要財産又は不要財産となることが見込まれる財産がある場合には、当該財産の処分に関する計画 

Ⅵ 前号に規定する財産以外の重要な財産を譲渡し、又は担保に供しようとするときは、その計画 

Ⅶ 剰余金の使途 

Ⅷ その他主務省令で定める業務運営に関する事項 5 
小野専門委員 

若林専門委員 

別

添 

 

研

究

開

発

課

題 

1 ネットワーク基盤技術 

(1) 新世代ネットワーク 6 

三谷委員 

大場専門委員 

山崎専門委員 

(2) 光ネットワーク 7 

黒田委員 

三谷委員 

藤井専門委員 

(3) テストベッド 8 

三谷委員 

大場専門委員 

山崎専門委員 

(4) ワイヤレスネットワーク 9 

三谷委員 

村瀬専門委員 

山崎専門委員 

(5) 宇宙通信システム 10 

(6) ネットワークセキュリティ 11 

2 ユニバーサルコミュニケーション基盤技術 

(1) 多言語コミュニケーション 12 

酒井委員 

大場専門委員 

大森専門委員 

(2) コンテンツ・サービス基盤 13 

(3) 超臨場感コミュニケーション 14 

3 未来 ICT基盤技術 

(1) 脳・バイオ ICT 15 

黒田委員 

大森専門委員 

尾辻専門委員 

(2) ナノ ICT 16 

(3) 量子 ICT 17 

(4) 超高周波 ICT 18 

4 電磁波センシング基盤技術 

(1) 電磁波センシング・可視化 19 

黒田委員 

藤井専門委員 

尾辻専門委員 

(2) 時空標準 20 

(3) 電磁環境 21 

 



評価に関する指針と評価方針の対比 

独立行政法人の評価に関する指針 
（平成26年９月２日総務大臣決定） 

平成26年度業務実績及び中長期目標期間終了時に見込まれる
業務実績の評価方針(案) 

Ⅰ 本指針について 
２ 評価の指針を策定する目的及び評価の指針の策定の基本
的考え方 

 本指針は以下の考え方の下に策定されたものであり、主務
大臣はこれに基づき評価を実施しなければならない。 
（３）評価は、評価単位（※）に合わせて行う項目別評定

（以下「項目別評定」という。）と、項目別評定を基礎と
し法人全体を評価する総合評定によって行う。 

 ※中長期目標を設定した項目を評価単位として評価 
（４）評価は、目標及び計画で掲げる指標を基準とする絶対

評価によって行うものとする。なお、研究開発に係る事務
及び事業については、研究開発業務の特性等を踏まえ、適
切な評価軸に基づき評価を行う。 

 
 
 

２．評価の方法  
（１） 国立研究開発法人情報通信研究機構の評価は、大別

して以下の２つにより行う。 
① 中長期目標、中長期計画に定められた各項目の達成度を

確認すること等により評価。（項目別評定） 
② 記述による全体評定を行うとともに、上記①の評価結果

及び全体評定を総合的に勘案し、評語による評定を付して
評価。（総合評価） 

 
３．項目別評定 
（３）評価の観点 
・「必要性」、「効率性」、「有効性」の観点からの評価

（行政評価法、大綱的指針より） 
・また、必要に応じ研究開発の国際的な水準の向上（「国際

水準」）の観点からの評価（大綱的指針より） 
（注）大綱的指針における評価の実施例 
  「必要性」：科学技術・技術的意義（独創性、革新性、

先導性等）、社会的・経済的意義、国費を用
いた研究開発としての妥当性 

  「効率性」：計画・実施体制の妥当性、費用構造や費用
対効果の妥当性、研究開発の手段やアプロー
チの妥当性 

  「有効性」：（見込まれる）成果に着目した目的・目標
の設定とその達成度合い、（見込まれる）直
接の成果の内容、（見込まれる）効果や波及
効果の内容等 

 

別添２ 



独立行政法人の評価に関する指針 
（平成26年９月２日総務大臣決定） 

平成26年度業務実績及び中長期目標期間終了時に見込まれる
業務実績の評価方針(案) 

３ 各評価の目的・趣旨・基本方針 
（１）年度評価 
 ② 年度評価は、各事業年度における業務の実績等につい

て、国立研究開発法人による自己評価の結果、各国立研
究開発法人が個別に実施している外部評価の結果等を踏
まえ、中長期計画の実施状況等に留意しつつ、国立研究
開発法人の業務の実施状況を調査・分析し、その結果を
考慮して各事業年度の業務の実績の全体について総合的
な評定を行うものとする。 

（２）中期目標期間評価（見込評価、期間実績評価） 
 ① 見込評価 
  ⅱ 見込評価は、中期目標期間終了時の直前の年度まで

の業務の実績及び中期目標期間終了時に見込まれる業務
の実績に係る自己評価の結果を踏まえ、法人の中期目標
期間の終了時に見込まれる中期目標の期間における業務
の実績を調査・分析し、中期目標の達成状況等の全体に
ついて総合的な評定を行うものとする。 

  ⅲ 評価の結果を踏まえ業務及び組織全般にわたる検討
を行い、その結果に基づき、業務の廃止若しくは移管又
は組織の廃止その他の所要の措置を講じ、新中期目標が
適切に策定されるよう留意する。 

１．基本的考え方  
【独立行政法人の評価の基本的考え方】 
① 中期目標、中期計画に係る業務の実績を客観的に把握し、

達成度を明確に示すこと。 
② 中期目標、中期計画の達成状況等を踏まえ、独立行政法人

の事業活動、業務運営等について、多面的な観点から当該
法人を総合的に評価し、組織、業務等について、改善すべ
き点等を明らかにすること。 

③ 中期目標、中期計画について、いっそう適切なものとなる
よう見直し、必要に応じ、修正を求めること。 

④ 各事業年度の評価は、中期計画の終了時の評価を念頭に置
きつつ行うこと。 

   
 



 

平成 27 年度総務省国立研究開発法人審議会 

及び情報通信研究機構部会の開催スケジュール(案) 
 

 

 

○５月 29日  情報通信研究機構部会（第２回） 

・本年度（上期）の情報通信研究機構部会の進め方について（平成26年度業務実績評価

方針（案）、第３期中長期目標期間見込実績評価方針（案）、担当委員、スケジュール

等） 

・平成26年度における国立研究開発法人情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）の業務実績報告、

第３期中長期目標期間の終了時に見込まれる業務実績報告の全般的概要をＮＩＣＴ

から聴取 

・その他 

 

○６月中   ＮＩＣＴから個別ヒアリング（日程は個別に調整） 

   ※ヒアリングは、26年度業務実績報告、見込業務実績報告を同時に行う 

 

○６月下旬  情報通信研究機構部会（第３回） 

・監査報告、事業報告書、財務諸表をＮＩＣＴから聴取 

 

○評価書の作成 

・個別ヒアリング後、担当委員が、項目別評価調書・評定調書、項目別評価総括表及び

総合評定に係る意見を作成し、事務局へ送付。 

（締切は６月下旬～７月上旬を予定。後日連絡。） 

・事務局において取りまとめた項目別評価調書・評定調書、項目別評価総括表及び総合

評定に係る意見を基に総務省において平成 26 年度業務実績評価（案）、第３期中長期

目標期間終了時に見込まれる業務実績評価（案）並びに業務及び組織全般にわたる検

討結果（案）を作成 

 

○７月中旬  情報通信研究機構部会（第４回） 

・平成 26年度業務実績評価（案）に係る意見聴取 

 

○７月下旬  情報通信研究機構部会（第５回） 

 ・第３期中長期目標期間終了時に見込まれる業務実績評価（案）に係る意見聴取 

 ・業務及び組織全般にわたる検討結果（案）に係る意見聴取 

 

別添３ 



○７月下旬～８月上旬  総務省国立研究開発法人審議会（第２回、第３回） 

・ＮＩＣＴの平成 26年度業務実績評価（案）に対する意見［７月下旬に通知・公表］ 

・ＮＩＣＴの第３期中長期目標期間終了時に見込まれる業務実績評価（案）に対する意

見［８月上旬に通知・公表］ 

・ＮＩＣＴの業務及び組織全般にわたる検討結果（案）に対する意見［８月中旬に通知・

公表］ 

・ＪＡＸＡの平成 26年度業務実績評価（案）に対する意見［８月上旬に通知・公表］ 

 

 

 

（参考） 

○12月中  ＮＩＣＴの第４期中長期目標（案）に対する意見聴取 

○平成 28年１月上旬  第４期中長期目標（案）を独立行政法人評価制度委員会に通知 

 



 

＝平成 26年度国立研究開発法人情報通信研究機構の業務の実績調書 項目別総括表 ＝ 
中長期目標（中長期計

画） 
年度評価 項目

別調

書№ 

備考 
 

 中長期目標（中長期計画） 年度評価 項目

別調

書№ 

備考 

 ｘ１

年度 

ｘ２

年度 

ｘ３

年度 

ｘ４

年度 

ｘ５

年度 

ｘ６

年度 

ｘ７

年度 

  ｘ１

年度 

ｘ２

年度 

ｘ３

年度 

ｘ４

年度 

ｘ５

年度 

ｘ６

年度 

ｘ７

年度 

Ⅰ．研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項  Ⅱ．業務運営の効率化に関する事項  
                       

                      
                      
                      
                      

                       
                      
                      
                      

                       
            Ⅲ．財務内容の改善に関する事項 
                       

                      
                      
                      

                       
            Ⅳ．その他の事項 
                       

                      
                      
                      

                       

別
添
４

 



 

平成 26年度国立研究開発法人情報通信研究機構の業務の実績に関する項目別評価調書 

１．当事務及び事業に関する基本情報 
○―○  
関連する政策・施策  当該事業実施に係る根拠

（個別法条文など） 
 

当該項目の重要度、難

易度 
 関連する研究開発評価、政

策評価・行政事業レビュー 
 

 
２．主要な経年データ 
 主な参考指標情報  ②主要なインプット情報（財務情報及び人員に関する情報） 
  基 準 値

等 
X １年

度 
X ２年

度 
X ３年

度 
X ４ 年

度 
X ５ 年

度 
X ６ 年

度 
X ７年

度 
 X １年

度 
X ２年

度 
X ３年

度 
X ４年

度 
X ５年

度 
X ６年

度 
X ７年

度 
                 
                 
                 
                 
                 

                  
 

３．中長期目標、中長期計画、年度計画、主な評価軸、業務実績等、年度評価に係る自己評価及び主務大臣による評価 
 中長期目標 中長期計画 年度計画 主な評価軸（評価の

視点）、指標等 
法人の業務実績等・自己評

価 
主務大臣による評価 

主な業務実

績等 
自己評価 

       評定  
 

 
  

別
添
５

 



 

平成 26 年度総合評定 

１．全体の評定 
評定 
（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ，Ｄ） 

 ｘ１年度 ｘ２年度 ｘ３年度 ｘ４年度 ｘ５年度 ｘ６年度 ｘ７年度 

       

評定に至った理由  
 
２．法人全体に対する評価 
 

 
３．項目別評価の主な課題、改善事項等 
 

 
４．その他事項 
研究開発に関する審

議会の主な意見 
 
 
 
 

監事の主な意見  
 

 

別
添
６

 



 

＝第３期中長期目標終了時国立研究開発法人情報通信研究機構の業務の実績見込み評価調書 項目別評定総括表様式 ＝ 
中長期目標（中長期計

画） 
年度評価 中長期目標

期間評価 
項目

別調

書№ 

備考

欄 

 中長期目標（中長期計画） 年度評価 中長期目標期

間評価 

項目

別調

書№ 

備考

欄 

 ｘ１

年度 

ｘ２

年度 

ｘ３

年度 

ｘ４

年度 

ｘ５

年度 

ｘ６

年度 

ｘ７

年度 

見込

評価 

期間

実績

評価 

  ｘ１

年度 

ｘ２

年度 

ｘ３

年度 

ｘ４

年度 

ｘ５

年度 

ｘ６

年度 

ｘ７

年度 

見込

評価 

期間

実績

評価 

Ⅰ．研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する事項  Ⅱ．業務運営の効率化に関する事項 
                           

                          
                          
                          
                          

                           
                          
                          
                          

                           
              Ⅲ．財務内容の改善に関する事項 
                           

                          
                          
                          

                           
              Ⅳ．その他の事項 
                           

                          
                          
                          

 大項目別評定                          

別
添
７

 



 

第３期中長期目標終了時国立研究開発法人情報通信研究機構の業務の実績見込みに関する項目別評価調書 

１．当事務及び事業に関する基本情報 
○―○  
関連する政策・施策  当該事業実施に係る根拠（個別法

条文など） 
 

当該項目の重要度、難易度  関連する研究開発評価、政策評

価・行政事業レビュー 
 

 
２．主要な経年データ 
 主な参考指標情報  ②主要なインプット情報（財務情報及び人員に関する情報） 
  基準値等 X１年度 X２年度 X３年度 X４年度 X５年度 X６年度 X７年度  X１年度 X２年度 X３年度 X４年度 X５年度 X６年度 X７年度 

                 
                 
                 
                 
                 

                  
 

３．中長期目標、中長期計画、主な評価軸、業務実績等、中期目標期間評価に係る自己評価及び主務大臣による評価 
 中長期目標 中長期計画 主な評価軸（評価の視点）、指

標等 
法人の業務実績・自己評価 主務大臣による評価 

主な業務実績等 自己評価 （見込評価） （期間実績評価） 
      評定  評定  

  

 
４．その他参考情報 
 
  

別
添
８

 



 

第３期中長期目標期間見込実績 総合評定 

１．全体の評定 
評定 
（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ，Ｄ） 

 

評定に至った理由  
 
２．法人全体に対する評価 
 
 

 
３．項目別評価の主な課題、改善事項等 
 

 
４．その他事項 
研究開発に関する審議会

の主な意見 
 
 

監事の主な意見  
 

 別
添
９
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